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校長 猪又千恵子 

 

 

 

 

 

 

笛吹きっ子の姿輝く わかくさ大運動会！ 

 「空が明るく広がって、白い校舎が光る（「東小賛歌」１番より）５月１５日。予定どおりわか

くさ大運動会が開催できました。昨年度の中止を受け、改めてこの時期に全校の心が一つにまとま

ることの大切さを痛感した運動会。今年度は、感染予防対策のもと、短期間での準備や練習を進め

てきました。当日は、その対策の一つとして来場者数を制限。本当は、家族や地域総出でお越しい

ただき、子どもたちの生き生きと活動する姿を直接ご覧いただきたかったのですが、心苦しく、ま

た残念でたまりません。児童の健康と学習機会を守るための苦渋の決断でした。 

 様々な対応の中、児童は練習の成果と自分のよさを精一杯発揮していました。その一コマです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸東小だより 
やさしく かしこく たくましく 

５月号 №２ 

【応援パフォーマンス；レッド】 

 

【応援パフォーマンス；グリーン】 

 

【開会式；整列がじょうず！】 【徒競走；全力疾走！】 【みこしリレー；あふれる活気！】 

【応援パフォーマンス；ブルー】 

【応援パフォーマンス；イエロー】 

 

【リレー；見事なバトンパス‼】 【閉会式；健闘をたたえ合い】 



 

 

 新年度スタートとほぼ同時に、各教室では運動会に向けて準

備が始まりました。４年生以上は応援団の結成、各学年の体育

の時間には徒競争とリレーの練習、全ての教室ではめあてを決

めて、盛り上がってきました。 

大きな声を出すことが感染リスクを高めることから、「応援合

戦」から「応援パフォーマンス」に変えました。応援歌や掛け声

の代わりに、動きを揃えること

でチームの団結を伝えました。応援団員は、１年生から６年生ま

でがそろって動けることを第一に考えました。連休前に案が固ま

り、連休明けからの一週間のチーム練習で、改良を加えながら動

きとともにチームの心もまとまっていくのがよくわかりました。

まさに「心を一つに」の実現でした。 

 

今年度も一の宮神社のお祭りが中止となり、寂しかったです。 

 そこで、運動会では感染予防対策のもと、伝統種目であるみこ

しリレーを行いました。 

 寺町と押上両地区から太鼓の叩き手として、保護者

の中から中村 光さんと渡邊広平さんにお願いし、当

日の競技を盛り上げていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運動会後、「応援団長やりたい。」「来年は応援賞とってやる！」と、意気込みが感じられる声が

そこここから聞こえてきました。運動会の成果を、いろいろな場面で発揮していくことでしょう。 

運動会を振り返って 

応援パフォーマンス 

みこしリレー 

練習後には必ず応援団は成果と課題を

話合い、次回に生かしていました。 

最後の運動会を終えて～応援団長より 

レッド団長 太田 優也 

 一生懸命に練習してきた応援パフォーマン

スは、本番の演技が一番うまくいきました。チ

ームで頑張った成果を、これからの生活に生か

していきたいです。 

 

 

 

ブルー団長 福田 琉世 

 兄も姉も団長だったので、僕も団長をやりた

かったです。ダブル優勝できなかったのは残念

でしたが、一つ一つの競技に全力で取り組めた

のでよかったです。 

イエロー団長 山崎 暖斗 

 団長になれてよかったです。３種類のウェー

ブが難しかったですが、チームのみんなが僕の

指示をしっかり聞いて動いてくれたことがと

てもうれしかったです。 

 

 

 

グリーン団長 髙澤 華音 

 ずっとあこがれていた団長になれました。振

り付けを考えることとチームの列をそろえる

ことが大変でしたが、応援団員が声をかけてく

れて、本番はしっかりそろってよかったです。 



 

 

 １人１台のｉＰａｄがそろいました。各教室では

早速タブレットを活用した授業が行われています。 

 効果的な活用方法の実現を目指し、ＩＣＴ支援員

が来校し児童や教職員対象に指導を進めているところです。 

 この度の運動会のように、教育活動の参観に制限がある際、できるだけたくさんの方に様子をご

覧いただく手段として活用を進めて参ります。今回は前日の連絡だったため、準備が間に合わない

方が多かったと思います。20名ほどの方々が活用してくださいました。学校の取組とともに、ご家

庭とも連携して進めていく必要を感じています。 

 

 

 ５月６日（木）、１～３年生対象に交通安全教

室を実施しました。校地内に設置したコース

を使い、安全な歩行と自転車の乗り方につい

て、市役所環境生活課と糸魚川警察署、交通

指導員の皆様から指導を受けました。 

 自転車に乗る際、ヘルメットを着用するよ

う、家庭での安全教育を進めてください。 

 

 

 今回は、「児童が地域行事の役割を担う」ことを話題とし、初めに各地区の取組・行事について

情報提供していただきました。その後の小グループ協議では、以下の意見が出されました。 

 〇地域住民がもっと学校への関心を高めることと、子どもたちが地域住民と顔見知りになること

が必要なのではないか。 

   →そのために、地域住民が学校に入り込み、教育活動に係る機会をもっと設ける。 

   →子どもたちの手によるアルミ缶回収も効果があるのではないか。 

 互いに面識をもつことで、挨拶の活性化や防犯体制の強化が進むと捉え、取組に弾みをつけます。 

ＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール構想の推進 
「GIGA スクール構想」とは： 

 全国の小中学生がパソコンやタブレットを

１人１台使えるようにする計画で、文部科学

省が進めています。コロナ禍で休校の際にオ

ンラインでの授業も可能になります。 

Ｚｏｏｍ（ズーム）による運動会のライブ配信 

命を守る！～交通安全教室 

４月 21日（水） 第１回学校運営協議会を開催 

 自転車の事故は、

命にかかわるよ。 

自分の目で安全確認し

て、手をあげて渡ろう。 



 

 

５月に入り、糸魚川東小学校の仲間が増えましたのでご紹介します。 

 

 

 

 

 

＊５月２１日現在、糸魚川東小学校の児童数は、２６６名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校と家庭、地域は、「フェイス トゥ フェイス」 

 「フェイス トゥ フェイス」とは、互いに顔を見える関係を指しています。私は、ＰＴＡ

総会や新入生移行学級などの場で繰り返しこの言葉を使います。コロナ禍だからこ

そ、学校に対する声を直接学校へ届けていただきたいと願っています。 

 地域での子どもたちのよい姿や危険な行動など、地域の方からの声掛けとともに、

学校にもご一報くださることで、より効果が上がります。学校も、皆様からの声を

もとにさらに向上心をもって子どもたちの健やかな成長を支えてまいります。 

 

６月の予定 
 １日（火） プール清掃（５限 ５年生、６限 ６年生） 

 ＊予備日 ４日（金） 

 ３日（木） まがたまクラブ活動①（発会式） 

 ９日（水） ５年生自然体験教室 ～１０日（木） 

１３日（日） 救急法講習会①（ ← なし） 

１４日（月） 家庭学習強調週間（～６月 20 日まで） 

１５日（火） 糸魚川中学校区６年生交流会（午後 糸魚川小） 

１６日（水） 歯科検診 

１７日（木） 尿検査（予備日）、委員会活動 

２０日（日） 救急法講習会②（ ← なし） 

２２日（火） あそび集会 

２３日（水） 全校算数テスト①、尿検査（予備日） 

       プール開き（７月２日まで 各学級ごと） 

２４日（木） まがたまクラブ活動② 

２５日（金） 避難訓練 → 引き渡し訓練 

水泳授業について 

 昨年度同様、一度に入る人数を

制限し、着替えや運動方法等の対

策を講じての実施とします。水泳

用具の準備をお願いします。 

新しいお友達、職員の紹介 

５年１組 圓山
まるやま

 陽音
ひ な り

 さん 

学校運営協議会ボランティア 

福島 久美子さん 

（週２回来校） 

 学校内の仕事を手伝っていた

だきます。 ５年２組 圓山
まるやま

 惣
そう

太
た

 さん 

 先日、出張から学校に戻る途中、下校中の４年生の姿が遠くに見えました。横断歩道で立ち止まると、

自動車が止まりました。その子は手をあげて渡り終えてから運転手さんの方に向かって頭を下げました。  

 集団登下校では、最後尾の副班長がこの役を果たすことにしていますが、それ以外の場面で、一人でも

この行動ができるということは、心が育っている証拠です。私にとって最高の「いいね！」でした。 


